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「古
今
蜜
勘
注
」

の
諸
本
と

そ
の
注
釈
態
度

に
関
す
る

一
考
察

・
補
遺

山

本

令

子

 
 

 
 

は

じ

め

に

 

「
古
今

蜜
勘

注

」

は
、
牡

丹
花

肖

柏
作

と

の
伝

も
あ

る
、 

「
古

今
和

歌

集

」

の
注

釈

で
あ

る
。
稿
者

は
以
前

、 

「古

今

蜜
勘

注
」

の
諸

本

の
内
、

①

国
立

国
会
図

書
館

蔵
本

(
わ
九

一

一
・

=
二
ー
二
八
)
、
②
慶
應

義
塾

大

学
附
属

研
究

所
斯

道
文
庫

蔵

本

(〇

九

一
ー
ト

ニ

ニ
ー

一
)
、
③

名
古

屋
大
学
附

属
図

書
館

皇
學
館

文
庫

蔵

本

(九

=

ー

=
二
五

一
N
)
、
④

東

大
寺

図
書
館

蔵
本

(
四

二
⊥

二
一ニ
ー

一
)
、

⑤
東

京
大

学
文
学

部
国
語

研

究
室
蔵

本

(
一
二
C

l

一
二
〇
)

の
五
本

に

つ
い
て
、
書

誌
的

事
項

を

報

告

す
る
と
共

に
、

そ

の
注
釈

態
度

に
関

し

て
若

干

の
考
察

を
加

え

た
こ

と
が
あ

る
。

 

本
稿

で

は
ま
ず
、

前
稿

成
稿

後

に
調
査

の
機

会

を
得

た
、
熊
本

大
学

附

属
図
書

館
寄
託

永
青

文
庫

蔵
本

(
ニ

ー
三

-

一
七

)

に
関

す
る
書

誌
的

事

項

の
報

告
を
行

な

い
、
遺

漏
を

正

し
た

い
。
続

い
て
、
前
稿

に
於

い
て
、

「
蜜
勘

注
」

と

「持

為
注

」

と

の
共

通
説

話

と
し

て
掲
げ

た
、
巻

十

一
・

四
九

五
番
歌

の
注

に
引
用

さ

れ
た
大

納

言
国
経

の
北

の
方

を
巡

る
説
話

に

つ
い
て
、
そ

の
変
奏

の
様

相

を
検
討

し

、 

「蜜

勘

注
」
所

載
説
話

の
位

相

を
確
認

す

る
こ
と

と
し

た

い
。

 
 
 
 

コ 

永
青
文
庫
蔵
本

に
つ
い
て

 
ま
ず
、
永
青
文
庫
蔵
本
に
つ
い
て
の
書
誌
的
事
項
を
掲
げ
る
。 
(丸
囲

み
数
字
は
、
前
稿
で
報
告
し
た
五
本
か
ら
の
通
し
番
号
で
あ
る
。
)

⑥
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵
本

(二
⊥

ニ
ー

一
七
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔江
戸
中
期
〕
写
 

一
冊

 
袋
綴
。
本
文
共
紙
表
紙

(二
七

・
一
×
二
〇

・
六
糎
)
。
外
題
、
左
肩

 
打
付
書

「古
訓
蜜
勘
注
」
。
外
題
の
右
上
に
、 
「
五
十
八
印
」
と
朱
書

 
す
る
。
内
題
、 
「古
訓
蜜
勘
注
」 
(巻
頭
)
。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、

 
五
三
丁

(但
し
、
末
丁
は
裏
表
紙
見
返
)
。
遊
紙
ナ
シ
。
字
面
高
さ
、

 
約
二
一二
・
九
糎

(注
二
字
半
下
げ
)
。
毎
半
葉

一
二
行
書
。
奥
書
、

 
 
以
上
/
此
内
最
上
秘
事
口
伝
別
紙
有
之
/
干
時
天
文
二
年
梅
雨
下
漸

 
 
日
 
是
閑
書
之
也

 
巻
五
の
巻
題
を
欠
く
。
全
巻
に
わ
た
り
、
虫
損
が
認
め
ら
れ
る
。
尚
、

 
永
青
文
庫
の
目
録
で
は
、
書
名
を

「和
歌
秘
伝
抄

・
古
訓
密
勘
注
」
と

 
す
る
。
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前
稿

で
問

題

に
し

た
、
国
会

本

の
朱
書

入

れ
部
分

に

つ
い
て
云

え
ば
、

例

え
ば

、 

「
下
照

姫

の
事
読

ル
」

と

い
う

項
目

見
出

し

に
対

し

て
、

細
字

漢

字

片
仮
名

混

じ
り
文

で
、 

「
下

照
姫

ノ

ア
メ

ワ
カ
ミ

コ
ヲ
ク

レ
テ

カ
ナ

シ
ム

コ

へ
天

ニ
キ

コ

ユ
ル
ヲ

ヨ
メ

ル
/

日
本
記

二
下

照

ノ
ツ

マ
恋

ニ
キ

コ

ユ
ル
ツ
ネ

ナ

ラ
ヌ
ネ

ヲ
」

と
記

す
な
ど

、
名
古

屋
大

学
本

や
東
大

寺
本

と

ほ
ぼ

同
じ
本

行

化

の
位

相

に
あ

る
。
す

な
わ

ち
、
斯
道

文
庫

本

に
比

し
て

高

い
本
行
化

の
程

度

を
示

す
も

の

の
、
東

大
本

の
如

く
痕
跡

の
遺

ら
な

い

ま

で
に
完

全

に
本
行
化

し

て

い
る
と

い
う
訳

で
は
な

い
。

 

そ

も

そ
も
、

項
目
立

て
に
際

し
て
、

一
つ
書

き

を
と

る
国
会
本

・
斯
道

文
庫

本

・
東

大
本

の
三
本

に
対

し
て
、
名

古

屋
大
学
本

・
東

大
寺

本

・
永

青

文
庫

本

は
注

部
分

を
字
下
げ

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
項

目

の
区

切

り
を

示
し

て

い
る
。

国
会
本

朱
注

部
分

本
行
化

の
位

相

と
併

せ

て
、
現

存
諸
本

の
中

で

は
、

こ
れ
ら

三
本

が
比
較

的
近

い
性
格

を
持

つ
と
云

っ
て
も
良

い

の
で
は
な

い
か
。

 

又
、
永
青

文
庫

本

が
、 

「
以
上

/
此

内
最

上
秘
事

口
伝

別
紙
有

之

」
と

い
う

元
奥
書

を
有

す

る

こ
と
が
明

ら

か

に
な

っ
た

こ
と

に
よ
り
、

奥
書

そ

の
も

の
を
持

た

な

い
東

大
本

を
除

く
、

他

の
現
存
諸

本
が

揃

っ
て
、

こ

の

元
奥

書
を
備

え

て

い
る

こ
と
が

わ
か

る
。

こ

の
こ
と
は
、

現
存

の
諸
本

が

各

れ
も
、

国
会

本

の
如

き

形
態

の
本

か
ら
派

生
し

て

い

っ
た
同

一
系
統

の

本

で
あ

る

こ
と
、
中

で
、
東

大
本

が
、

や

や
変
貌

を
遂
げ

た
、
他

本

と

は

隔

た
り

の
あ

る
本

で
あ
る

こ
と

を
再
確

認

す
る

一
つ
の
材

料

と
な
ろ

う
。

最

後

に
、

こ

れ
ま

で
考
察

し

て
き

た
諸

点

を

勘

案

し

て
、
 

「
古

今

蜜

勘

注
」

の
諸

本

に

つ
い

て
、
簡

単

に
整

理
し

て
お
き

た

い
。

伝
本
名

 
項
目
立
ての方法

元
奥
書の有無

 
国
会
本朱

注
部
分本行化の程度

①
国
会
本

一

つ

書
き

有

1

②
斯
道
文
庫本

一

つ

書
き

有

低
い

③
名
大
本

注
部
分
字
下
げ

有

高
い

④
東
大
寺
本

注
部
分
字
下
げ

有

高
い

⑤
東
大
本

一

つ

書
き

無

完
全
に
本
行化

⑥
永
青
文
庫本

注
部
分
字
下げ

有

高
い

二

「
古
今
集
」
四
九
五
番
歌
と
国
経
北
の
方
を
巡
る

説
話
に
つ
い
て

 

「
古
今

集

」
四
九

五
番

歌
、

 

 
 

思

ひ

い
つ

る

と
き

は
の
山

の
岩

つ
つ
じ
言

は

ね
ば

こ
そ

あ
れ
恋

し

 

 

き
も

の
を

は
、
巻

十

一
・
恋
歌

の
大
半
を

占

め
る
、

題
不
知

・
詠

人

不
知

歌
群

の
中

の

一
首

で
あ
り
、
 

「
新

撰
和
歌

」

の
恋
歌

、 

「
和
漢
朗

詠
集

」

郷
濁

部

に

も
採
歌

さ

れ
て

い
る
。

そ

の
後

、 

「
俊
頼

髄
脳

」

の

「
ひ
と

へ
に
優

な

る

歌

」

の
例

に
引

か
れ
、

更

に
は

「
詠

歌
大

概
」
 
「
定
家

八
代

集
抄

」

な
ど

に
も
秀

歌

と
し

て
所
載

さ

れ
て

い
く
。

 

そ

し

て
、

】
方

で
は
、
有
名

な

国
経
北

の
方

を
巡

る
説
話

と
こ

の

】
首

と

が
様

々
に
結

び

付

け

ら
れ

て

い

っ
た

こ

と
が

、
諸

書

に
明

ら

か

で
あ

る
。

前
稿

に
於

い
て
掲

出

し
た

「
蜜
勘

注
」

及
び

「
持
為

注
」

所
引

の
説

話

も
そ

の
拡
が

り

の
中

で
捉

え

る

べ
き
で
あ

ろ
う
。

そ

こ

で
、

繰

り
返

し

一19一



に
な
る

が
、

こ

の
二
書

に
於

け
る
当

該
説

話
を
必

要
な
箇

所

の
み
、

改

め

て
掲

げ

る
。

 
 
此
歌

は
、

時
平

大
臣

の
御

お
ち

国
経

大
納
言

の
寄
也

。 

(中
略

)

 
 
大
納

言

つ
く

ぐ

と
恋

し
き

ま

〉
に
此
歌

を
読

て
、

お
と

ゴ
の

こ
の

 
 
は
ら
の
三
に
成
給
か
い
な
に
書
つ
け
て
、
母
に
見
せ
よ
、
と
の
給
け

 
 
り
。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
「蜜
勘
注
」
)

 
 
是
は
国
経
の
大
納
言
の
よ
め
る
心
は
、 

(中
略
)

 
 
其
後
、
彼
御
む
す
め
に
あ
ひ
奉
る
事
も
な
か
り
し
に
、
其
御
子
い
で

 
 
き
さ
せ
給
て
三
歳
に
な
ら
せ
給
ふ
比
、
時
平
の
御
所
に
て
、
国
経
御

 
 
ら
ん
給
し
時
、
御
子
の
か
い
な
に
此
寄
を
か
き
給

へ
る
と
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
「持
為
注
」
)

 
先
に
見
通
し
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
説
話
の
変
奏
の
要
点
は
、

カ》 カ〉 力雪 (1
、  、  、

 

し

い

焦
点

を

あ
て

て
検
討

し

て

い
く

こ

と
と

す
る
。

 

ま
ず
、

片
桐

洋

一
氏
が

『古

今
和

歌
集

全
評
釈

』

の
当
該
歌

注

の

【注

釈
史

・
享

受
史

】

の
項

で
紹

介

さ
れ

た
、
前

田
家

清
輔

本
勘
物

、 

「
十
訓

抄
」

、 

「
大
江
広

貞
古

今
集

注

」
、 

「
毘

沙
門
堂

旧
蔵
本

古
今

集
注

」

の

記
述

か
ら
見

て

い
き

た

い
。

 
清

輔
本

の
勘
物

に
は
、

 
 

此
常

葉

の
山

の
寄

は
、
本

院

の
大
臣

の
、
在

原

の
北
方

と
る

よ
、
車

 
 

に
の
す

る
所

に
て
、

平
仲

が
彼

北
方

の
き
ぬ

に
む
す
び

つ
く

る
う

た

当
該

歌

の
贈

り
手
 

 

 
多
く

の
説
話

に
於

い
て
は
作
者

で
も
あ

る

古

歌

を

と
り

用

い
た

と

す

る
場

合

も

あ

る
 

 

 
が

国

経

で
あ

る

或

い
は
平

仲

で
あ

る

か
、
②

 

贈
歌

の
状

況

は

ど

の
よ

う

で
あ

る

す

な
わ

ち
子
供

の
腕

に
書

き
付

け

た
か
否

か
、

の
二
点

で
あ

る
と
憶

。
従

っ
て
、
以

下

の
考
察

を
進

め

る

に
あ

た

っ
て
は
、

こ

の
二
点

に

 
 

な
り

。
平
仲

寄

欺
。
時

以
古

寄
結

付
之
欺

。

と
あ

り
、

本
院

大
臣

藤
原
時

平

が
大
納

言
国
経

の
北

の
方

で
あ

っ
た
在
原

棟
梁

女
を

車

に
乗

せ
連

れ
去

っ
た
際

に
、
平
仲

が
大
納

言

の
北

の
方

の
衣

に
結

び
付

け

て
贈

っ
た
歌

で
あ

り
、
平

仲

の
自

詠
も

し
く

は
当

時

の
古
歌

と

す

る
両

説

を

併

記

し

て

い
る
。
尚
、

顕

昭
本

勘
物

は

同

文

で
あ

り
、

「
顕

昭
古

今
集

注
」

に
も
、
ほ

ぼ
同
文

の
説
話

が
見

え

る
。

 

と

こ
ろ
が
、 

「
十

訓
抄

」
第

六

「可

存
忠
直

事
」

に

は
、

 
 

時
平

は
す

べ
て
お
ご

れ

る
人

に
て
お

は
し
け

る

に
や

。
御

を

ち

の
国

 
 

経

の
大

納

言

の
室

は
、
在

原

棟

梁

の
女

な

り

け

る
を

、

た
ば

か

り

 
 

て
、

わ
が

北

の
方

に
し
給

ひ
け

り
。
敦
忠

卿

の
母
な

り
。

国

経
、
嘆

 
 

き
給

ひ

け

れ
ど

も
、

世

の
聞

え

に
は
ば

か
り

て
、

力

及

ば

ざ

り

け

 
 

り
。

 
 

 
 

思

ひ

い
つ

る

と
き

は
の
山

の

い
は

つ
つ
じ

い
は
ね
ば

こ
そ
あ

れ

 
 

 
恋

し

き
も

の
を

 
 

こ
の
歌
、

国
経

卿
、

そ

の
こ

ろ
よ
み
給

ひ
け

る
と

そ
。
古

今

集

に
読

 
 

人

し
ら
ず

に
入
り

け
り
。

と
記

さ

れ

て

い
て
、

時
平

が
国

経
北

の
方

を
我
が
物

と

し
た
折

の
詠
歌

と

す

る
点

は
共
通

す

る
も

の

の
、

平
仲

で
は

な
く
、
夫

た

る
大
納

言

国
経

が

詠

ん
だ
歌

と

し

て
お
り
、

そ

の
贈
歌
状

況

は
、

つ
ま
び

ら

か
で
な

い
。

 

又
、 

「
大
江

広
貞

古
今

集
注

」

に
は
、

 
 

思

ひ

い
つ

る
時

と

い
は

ん
と

て
、

と

き
は

の
山

と

い

ひ
、

い
は

ね
ば

 
 

と

い
は

ん
と

て
、
岩

つ

〉
じ

と

い

へ
る
也
。
常

盤
山

也
。

と
き

は
山

 
 

を
思

ひ
出

る
時

と

い
ひ
か
け

た
る
詞
也

。

又
云
、
秀

能

が
後

鳥

羽
院

 
 

よ

り
相
傳

の
御

書

と

て
有

物

に
云
、
此

歌

は
、
平
中

歌
也

。

平
中

と

 
 

は
、

平
貞

文

が
異
名

也
。

業
平

同
時
也

。
好
色

人
也

。

平
中

・
在

中
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と

て
有

け

り
。

其
時

、
國

経

の
大
納

言

と
て
、

昭
宣

公

の
御

兄
也

。

 
 

其
人

の
北
方
、

在
原

棟
梁

が
女

也
。

平
中

、
忍

て
通

け

り
。

本
院

左

 
 

大
臣
時

平
、

此
大
納

言

の
甥
也

。
大

臣
を

請

じ

て
も

て

な
す
時
、

酔

 
 

狂
也
蝕

に
、
北

方

を
大

臣

に
引

出
物

に
し
給

ふ
。
大

納
言

、
酔

さ
め

 
 

て
な
げ

く

と
も

か
ひ
な

し
。
大

臣
、

志
不

淺

し

て
男

子
を

生
給

ふ
。

 
 

敦
忠
中

納
言
是

也
。

平
中

、
其

後
、

相
見

る
事

か
な

わ

で
、
彼
敦

忠

 
 

の
中
納

言

の
を
さ

な

か
り
け

る
時
、

此
歌

を

か

ひ
な

に
書

て
、

母

に

 
 

見

せ
よ
と

云
け
る

と
な

ん
。
今

一
首

、
後

撰

に
有
。

 
 

昔

せ
し
我

か
ね
ご

と

の
か
な

し
き

は

い
か

に
契

り

し
名
残

な

る
ら
ん

 
 

此
歌

の
御
返
事

、
後

撰

に
あ

り
。

 

(5
)

と

あ
り
、
後

鳥

羽
院

か

ら
秀
能

に
相

伝

さ
れ
た

書

に
見

え
る
説

と
し

て
、

平
仲

が
、
敦
忠

の
腕

に
書

き
付

け

た
と

す
る
説

を
載

せ

て

い
る
。
実

は
、

末

尾

の

「今

一
首
、

後
撰

に
有

。
」

以
下

の
記

述

も
、
非

常

に
興
味

深

い

と
こ
ろ

で
あ

る

が
、

こ
れ

に

つ
い
て
は
、

後

で
改

め

て
触

れ

る

こ
と
と
し

た

い
。

 
更

に
、 

「
毘
沙
門

堂

旧
蔵
本

古
今

集

注
」

に
は
、

高
光

が
多

武
峰

に
遁

世

し
た
後
、

七
歳

の
娘

か
ら
恋

し

い
と
言

っ
て
よ

こ
し

た
返
事

に
詠

ん
だ

歌

と
す

る
、

全
く
別

系
統

の
説

話

も
認

め
ら

れ
る
。

 
高

光
を
巡

る
伝

え
は

と
も

か
く

も
、

国
経

の
北

の
方
を

巡

る
説
話

は
、

「
小
世
継
物

語
」

に
も

見
え

る
。
長

大

な
説
話

で
あ

る
が
、

そ

の
結
末

部

分

を
次

に
掲
げ

る
。

 
 

お
と

ゴ
北

の
方

車

に

の
せ
給

し
程

に
、
下

が

さ

ね
の
し

り
と

り
て
、

 
 

御
車

に

い
る

》
や

う

に
て
、

へ
い
ち
う

よ
り

て

か
き

つ
け

て
、

を

し

 
 

つ
け
て
さ

り

に
け

り
。

お

と

ゴ
は

見
給

は
ず
成

に
け
り

。
北

の
方

又

 
 

見

け
る

に
、

袖

の
下

に
、

み
ち

の
く

に
紙

を

ひ

き
や
り

て
、

を
し

つ

 

 
け
た

る
を
、

あ

や
し

と

お
も

ひ
て
見

れ
ば
、

忍

ぶ
る
人

の
手

に
て
、

 

 
 

 
物

を
社

い
は
ね

の
松

の
岩
郷

燭

い
は

ね
ば

こ
そ
あ

れ
懸

し

き
物

 

 
 
を

 

 
と
な

ん
有

け

る
。
車

に
乗

し
程
、

下

が
さ

ね

の
し
り

入
し

は
、

こ
れ

 

 

に
こ
そ
有

け

れ
と

お
ぼ
し

け

る
。

又

あ

る
人

の
語

し

は
、
若

君

の
か

 

 

い
な

に
書

て
、

母

に
み

せ
奉

れ

と

て
、
や

り
た

り
け

る
と

も
申

す
。

 

 
 

 
昔

せ
し
我

か

ね
ご

と

の
悲

し
き

は

い
か

に
契

り

し
名
残

な

り
け

 

 
 

ん

 

 
此
歌

こ
そ
ち
こ

の
か

い
な

に
か
き

て
、
母

に
み
せ
奉

れ
と

い
ふ
に
、

 

 
わ

か
君

み
せ
け

り
。

女

い
み
じ

く
泣

て
、

又

か

い
な

に

か
き
て
、

返

 

 
し
、

 

 
 

 
現

に
て

た
れ
契

り
け

ん
定

め
な

き
夢
路

に
た
ど

る
わ

れ
は
我

か

 

 
 

は

贈

り
手

は
平
仲

で
あ

り
、

贈
歌

状
況

に
就

い
て
は
、
陸

奥
紙

に
書

い
て
車

に
差
し

入
れ

た
と

す
る
説

と
、

若
君

の
腕

に
書

き
付

け
た

と
す

る
説

と
を

共

に
載

せ

て

い
る
。

又
、

こ
こ
で

は
、
初

二
句

を

「物

を
社

い
は
ね

の
松

の
」

に
作

っ
て

い
る
が
、

こ
の
こ

と

に

つ
い
て
は
、
後

に
、
 

「余

材
抄

」

四
九
五
番

歌

の
注

に
於

い
て
、

次

の
様

に
考
察

さ

れ
る

こ
と

と
な

る
。

 

 
宇
治

大
納

言

も

の
語

に
本

院
左

大
臣

の
国

経
卿

の
妻

を
取

て
帰

り
給

 

 

ふ
時

車

に
お
し

の
す
る

ほ
ど

に
平
仲

が
彼

北
方

の
袖

の
下

に
み
ち

の

 

 
く
紙

に
か
き

て

い
れ
た

る
寄

 

 
 

 
物

を

こ
そ

い
は
ね

の
も

り

の
い

は

つ

〉
じ

い
は
ね
ば

こ
そ

あ
れ

 

 
 

こ

ひ
し
き

も

の
を

 

 
今

の
歌

は
古

寄

に
て

か
く

は
平
仲

が
引

な
ほ

し
け

る
な

る

べ
し

厳

密

に

い
え
ば
、 

「
小

世
継
物

語

」
所
引

の
歌
句

と
も

や
や
異

な

る
も

の

一21



の
、
当

時

の
古

歌

で
あ

っ
た
古
今

集

四
九

五
番
歌

に
平

仲

が
手

を
加
え

用

い
た
と
す

る
点

は
興
味
深

い
。

 

こ

の
様

に
、
国

経
北

の
方
を

巡

る
説

話

を
眺

め
渡

し

て
み
る

と
、
当

該

歌

の
贈

り
手

に
就

い
て
は
、
平
仲

と

す
る

の
が
大

勢

で
あ

り
、
国

経
説

を

唱
え

る

の
は
、 

「十

訓
抄

」
、 

「
蜜
勘

注
」

、 

「
持
為

注
」

の
み

に
過

ぎ

な

い
。

 

又
、
そ

の
贈
歌
状

況

に
就

い
て
も
、 

「
蜜

勘
注

」

及
び

「
持
為

注
」

に

は
、

子
供

の
腕

に
歌
を
書

き
付

け

る
と

い
う
特
異

な
伝

え

が
見

ら
れ

る
。

こ

れ
は
、
僅

か

に

「
広
貞

注
」

に
共
通

し

て
認

め
ら

れ

る
も

の
の
、 

「
広

貞

注
」

に
於

い
て

は
、
贈

り

手

を
平

仲

と

す

る
点

で
異

な

っ
て

い
た
。

又
、

贈
り
手

に
就

い
て
唯

一

一
致
す

る

「十

訓
抄

」

は
、
当

該
歌

の
贈

歌

状
況

に
関

す
る
叙
述

を
欠

い
て

い
る
。

 
す

な
わ

ち
、 

「蜜

勘
注

」
及

び

「持

為

注
」
所

載

の
当
該

説
話

は
、

そ

の
贈

り
手
及
び

贈

歌
状
況

に

つ
い
て
、

他
書

に
見

え

る
説
話

と

は
若
干

の

距
離

を
有

す
る

の
で
あ

り
、

こ

の
こ
と
は

又

二
書

の
成

立
基

盤

の
近

さ
を

浮

か
び
上

が
ら

せ
る

こ
と
と
な

ろ
う
。

三

「
古
今
集
」
四
九
五
番
歌
を
子
の
腕
に
書
き
付

け
る
伝
え
に
つ
い
て

 
前

節

で
考
察

し

た
様

に
、

国
経
北

の
方

を
巡

る

一
連

の
説
話

の
中

で
、

「蜜

勘
注

」
 

「持

為
注
」

、

そ
し

て
贈

り
手

に
就

い
て

は
異
な

る
も

の
の

「
広

貞
注
」

の
三
書

は
、
 

「
古

今
集

」

四
九
五
番

歌

を
子
供

の
腕

に
書

き

付

け
た
と

す
る
特

異
な
贈

歌
状

況
を
伝

え

て

い
た
。

 

お
そ
ら

く
、

こ
れ
ら

の
説
話

が
生

じ
た

背
景

に
は
、 

「後

撰

集
」
巻

十

一
の
七

一
〇

・
七

一
一
番
歌

及
び

そ

の
詞
書

の
存

在
が
大

き
か

っ
た

の

で

は
な
か
う
匙

・

 
 
 
大
納
言
国
経
の
家
に
侍
け
る
女
に
、
平
定
文
い
と
し
の
び
て
語
ら

 
 
 
ひ
侍
て
、
行
く
末
ま
で
契
り
侍
け
る
頃
、

こ
の
女
に
は
か
に
贈
太

 
 
 
政
大
臣
に
迎
へ
ら
れ
て
渡
り
侍
に
け
れ
ば
、
文
だ
に
も
か
よ
は
す

 
 
 
方
な
く
な
り
に
け
れ
ば
、
か
の
女
の
子
の
五
つ
許
な
る
が
本
院
の

 
 
 
西
の
対
に
遊
び
歩
き
け
る
を
、
呼
び
寄
せ
て
、 
「母
に
見
せ
た
て

 
 
 
ま
つ
れ
」
と
て
、
腕
に
書
き
つ
け
侍
け
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
 
定
文

 
 
昔
せ
し
我
が
か
ね
事
の
悲
き
は
如
何
に
ち
ぎ
り
し
名
残
な
る
ら
む

 
 
 
返
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

よ
み
人
し
ら
ず

 
 
う
つ
〉
に
て
誰
契
り
け
む
定
め
な
き
夢
路
に
迷
ふ
我
は
我
か
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
「後
撰
集
」
)

前
掲
の

「広
貞
注
」
の
注
文
末
尾
に
も
、 
「今

一
首
、
後
撰
に
有
。
昔
せ

し
我
か
ね
ご
と
の
か
な
し
き
は
い
か
に
契
り
し
名
残
な
る
ら
ん
 
此
歌
の

御
返
事
、
後
撰
に
あ
り
。
」
と
記
さ
れ
て
い
た
様

に
、
右
の
贈
答
を
巡
る

詠
歌
状
況
と
の
混
同
が
、
古
今
集
四
九
五
番
歌
に
就
い
て
も
、
子
の
腕
に

書
き
付
け
た
と
す
る
伝
え
を
生
じ
さ
せ
た
と
憶
し
い
の
で
あ
る
。

 
例
え
ば
、 
「十
訓
抄
」
で
は
、
先
に
引
い
た

「古
今
集
」
四
九
五
番
歌

に
関
す
る
説
話
に
続
い
て
、 
「後
撰
集
」
の
贈
答
を
巡
る
説
話
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。

 
 
兵
衛
佐
貞
文
の
妻
、
本
院
侍
従
を
も
さ
ま
た
げ
ら
れ
け
り
。
貞
文
、

 
 
消
息
を
だ
に
か
よ
は
さ
ず
な
り
に
け
れ
ば
、
か
の
女
の
若
君
の
歳
五

 
 

つ
ば
か
り
な
る
が
、
本
院
の
西
の
対
に
遊
び
け
る
、
腕
に

「母
に
見

 
 
せ
奉
れ
」
と
て
、
書
き
つ
け
け
り
。
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昔

せ
し

わ
が

か
ね
ご

と

の

か
な
し

き
は

い
か
に
契

り

し
名
残

な

 
 

 
る

ら
む

 
 

返
し
、

 
 

 
 

う

つ

つ
に
て
た
れ
契

り

け

む
さ
だ

め
な

き
夢
路

と

ま
ど

ふ
わ
れ

 
 

 
は

わ
れ

か
は

女

君
を
、 

「
兵
衛

佐
貞
文

の
妻
、

本
院

侍
従

」

と
す

る
点

が
際

立

っ
て

お

り
、

共

に
時

平

に
拠

っ
て
仲

を
裂

か

れ
た
、

国
経

と
そ

の
妻

(在
原
棟

梁

女
)

、
平
仲

と

そ

の
妻

(本
院

侍
従

)

と

い
う

二
組

の
夫

婦
を

巡

る
説

話

を
並

べ
た
構

成

と
な

っ
て

い
る
。

 

こ
れ
が
、
前

掲

の

「小

世
継

物
語

」

所
載
説

話

と
な

る
と
、

本
来
、

後

撰
集

歌
を

巡
る
伝

え

で
あ

っ
た
も

の
が

、
古

今
集
歌

に
関

す

る
伝

え
の
中

へ
も
入
り

込
ん

で
行
く
。

す

な
わ

ち
、 

「
小

世
継
物

語
」

に
於

い
て
は
、

古
今

集
歌

を
巡

る
説
話

と
後

撰
集

歌
を

巡

る
説
話

と
を
併

記

す
る

の
で
あ

る
が
、
古
今

集
歌

に
就

い
て
は
、

平
仲

が
陸

奥
紙

に
書

き
付

け

て
、
車

に

差

し
入

れ
た
と

す
る
説
話

に
続
け

て
、 

「
又
あ

る
人

の
語
し

は
、
若

君

の

か

い
な

に
書

て
、

母

に

み
せ
奉

れ
と

て
、

や
り

た
り

け
る

と
も
申

す
。

」

と
の

一
文

が
見

え
る
。

こ
れ
は
、

明

ら

か
に
、
次

に
載

せ

る
後

撰
集
歌

を

巡

る
説
話

に
於

け
る
、 

「
ち
こ

の
か

い
な

に
か

き

て
」

と

い
う

詠
歌
状

況

の
影
響

を
受
け

た
も

の
と
考

え

ら
れ

よ
う
。

 

「蜜

勘

注
」

や

「持

為

注
」

に
於

い
て

は
、
後

撰

集

歌

へ
の
言

及
が

見

え
な

い
も

の
の
、
以

上

の
様

な
伝

え

の
在

り
方

 

 

 
古
今
集

四
九
五
番

歌

と
後
撰

集
七

一
〇

・
七

一

一
番

歌

と
を
同

じ
文

脈

に
お

い
て
語

ろ
う

と

す
る
姿
勢

i

が
、
子
の
腕
に
書
き
付
け
た
と
す
る
型
の
説
話
の
形
成

に
繋

っ
て

い

っ
た
も

の
と
見
倣

し

て
差

し
支
え

な

い
で
あ

ろ
う
。

 

尚
、
当

該

の
古

今

集
歌

と
直

接

に
結
び

付
く

と

い
う
訳

で
は
な

い
も

の

の
、

こ
れ
ま

で
見

て
来

た
諸

書

に
先
行

し

て
、
当

該
歌

と
後

撰
集

歌
、

更

に
は
、
子

の
腕

に
書

き
付

け

る
と

い
う

詠
歌

状
況

を
も
、

同

一
の
注
文

に

於

い
て
語

る
も

の
と
し

て
、 

「
顕
昭
古

今
集

注
」

を
挙
げ

る

こ
と
が
出

来

る
。

す

な
わ

ち
、 

「
顕
昭
古

今

集
注

」

に
於

い
て
は
、

一
四
八
番

歌

「
思

ひ

い
つ

る
と

き
は

の
山

の
郭
公

か
ら
紅

の
ふ
り
出

で
て
ぞ
鳴

く

」

の
注

の

中

で
、

四
九

五
番
歌

を
引

い
て

い
る
。
そ

し

て
、 

「或

人

云
」

と

し
て
、

一
四
八
番

歌
を

本
歌

と
し

て
、

平
仲

が

四
九
五
番

歌

を
詠

じ
た

の
だ

と
す

る
説

を
挙

げ

、

こ
れ

に
反

証

を
試

み

る
。
更

に
、 

「
或

書

ニ
カ

キ

タ

レ

ド

」
と

し

て
、

前
掲

の
清

輔
本

勘
物

や
顕

昭
本
勘

物

と
ほ

ぼ
同

文

の
、
四

九

五
番
歌

を
平

仲

が
国
経

北

の
方

の
衣

に
結
び
付

け

た
と

す
る

説

に

つ
い

て
も
、

検

証

を
加

え

て

い
る
。

注

目

す

べ
き

は
、

そ

れ

に
続

く

条

り

で

 
(9
)

あ

る
。

 
 

又
或

人

云
、
昔

相
思

タ

ル
女
、

時

ノ

一
人

ニ
ト
ラ

レ
テ

コ
ヒ

シ
ト

オ

 
 

モ

ヘ
ド
、

無

二
甲
斐

一テ
年

ヲ
フ

ル

ニ
、
彼

ヲ

ト

コ
大
納

言

二
成

テ

ア

 
 

ル
ジ

ス

ル

ニ
、
此

オ
ト

コ
参
ジ

テ
、

彼
女

ノ
ウ
ミ
タ

ル
若

君

ノ
イ

ツ

 
 

ツ
ム

ツ
バ

カ
リ

ナ

ル
ヲ

ヨ
ビ

テ
、

ユ
ビ

ノ
サ

キ
ヲ

ク

ヒ
キ
リ

テ
、

チ

 
 

ゴ
ノ

カ

ヒ
ナ

ニ
カ
キ

テ
、
母

二
見

セ
給

ヘ
ト

イ
ピ

ケ

ル
歌

也

ト
イ

ヘ

 
 

リ
。

こ

の

「
或
人

云
」

の
説

に
対

し

て
、
顕
昭

は

ま
ず

「
而
考

二
後

撰

一
云
」

と

し

て
、

後
撰

集

の
贈
答

の
詞
書

及
び

歌
本

文

を
引
く

。
そ

の
上

で
、

自
説

を
次

の
様

に
展
開

す

る

の
で
あ

る
。

 
 

今

案

二
、
彼

女
者

國
経

卿

ノ
妻

、
在

原

北
方
也

。
贈

太
政

大
臣

ニ
ム

 
 

カ

ヘ
ラ

レ
テ
、
本

院

ニ
ス
ム

ト

キ
如

レ此

讃

カ

ヨ

ハ
シ
タ

ル
也

。
然

 
 

者

カ
ラ

ク

レ
ナ
ヰ

ノ
歌

ヲ
書

ト

イ

ヘ
ル

ハ
僻

事
賦
。

指

ヲ

ク

ヒ
キ
リ

 
 

テ
書

ト

云

事

モ
オ

ビ

タ

ぐ
シ
。

又

イ

ハ
ツ

・
ジ

ノ
歌

ヲ

バ
、

ト

ラ

一23一



 
 

ル

・
ト
キ
、

キ

ヌ

ニ
ム
ス
ビ

ツ

ケ
、

カ

ラ

ク

レ
ナ

ヰ
ノ
歌

ヲ

バ
、

後

 
 

ニ
チ

ゴ

ノ
テ

ニ
カ
ク

ト
云

事

モ
難

二
信

受

一欺

。
爾

歌

共

二
古

今
無

二

 
 

作

者

一、

件
雨

ヌ

シ

モ
爲

二
平
仲

之
詠

一乎
。

無
論
、

あ
く

ま

で
も

一
四
八
番

歌

に
対

す
る
注

文

で
あ

り
、

四
九
五
番

歌

と
、

子

の
腕

に
書

き
付

け
た

と
す

る
贈
歌

状
況

と

が
直
接

に
結

び
付

け
ら

れ

て

い
る
訳

で
は

な

い
。

然

し
な

が
ら
、

後
撰

集
歌

を
含

め
た

各
要
素

が

既

に
、

こ
こ

に
出
揃

っ
て

い
る

こ
と
は
嘱

目

さ
れ

よ
う
。

す
な

わ

ち
、

古

今
集

の
題
不
知

・
詠

人
不

知
詠

を
、

後
撰

集

七

一
〇

・
七

=

番
歌
詞

書

と
同

じ
く
、

国
経
北

の
方

を
巡

る
説

話
世

界

に
取

り
込

み
、
子

の
腕

に
書

き
付

け
た

と
す
る
贈

歌
状

況

と
結
び

付

け
て

い
く

こ
と

は
、 

「蜜

勘
注

」

や

「
持

為
注
」

、 

「
広
貞

注
」

の
成

立
を

遥

か

に
潮

る

の
で
あ

り
、

そ

の

根
深

さ
が
窺

わ
れ

る

の
で
あ

る
。

お
わ
り
に

 
以
上

、
前
稿

と
併

せ
、 

「
古

今
蜜

勘
注

」

の
伝
本

と

し
て
、

現
在
、

所

在
が
確

認
さ

れ
る

六
本

に
就

い
て
、

書
誌

的
事

項

を
中
心

に
考

察
し

て
き

た
。

そ

の
結
果

、
ω

 
現

存

の
諸
本

は
各

れ

も
、
同

一
系
統

に
属
す

る
と

思

わ
れ
る

こ
と
、
②

中

で

は
、
国

会
図

書
館

本

が
古
態

を
留

め

て

い
る

こ

と
、

③
 
名

古
屋

大
学

本

・
東
大

寺
本

・
永

青
文

庫
本

は
近

い
性
格

を

有

す
る

こ
と
、
ω

 
東

大

本

は
、
や
や
変

貌

を
遂

げ

た

本

で
あ

る

こ
と
、

を
確
認

す

る
こ
と

が
出
来

た
。

又
、

国
経

北

の
方

を
巡

る
説
話

に
典

型
的

に
見

ら
れ

る
様

に
、 

「
古

今
蜜

勘
注

」

の
成
立

基
盤

と
、 

「
持

為
注
」

の

そ

れ
と
は
、

さ
程
遠

く
な

い
で
あ

ろ
う

こ
と

も
指
摘

し

た
が
、

尚
行

き
届

か
な

い
点
も
多

々
存

す

る

こ
と
と
思

わ

れ
、
大

方

の
御
批

正
を

仰
ぐ
次

第

で
あ

る
。

注 
本
文

の
引

用
に
あ
た

っ
て
は
、
清
濁

な
ど
の
表
記
を
私

に
改

め
た
箇
所
が
あ

る
。

(1
) 

拙
稿

「

『古

今
蜜

勘
注
』

の
諸
本

と

そ

の
注
釈

態
度

に
関

す
る

一
考
察
」

 

 

(
『
三
田
国
文
』

第
二
十
九
号

・

}
九
九
九
年

三
月
)

(2
) 

「蜜
勘
注
」

の
引
用

は
、
斯

道
文
庫
蔵

本

(〇
九

一
ー
ト

ニ
ニ
ー

一
)

に
、

 

 

「持
為
注
」

の
引

用
は
、
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
本

(二
六
六

・
一
五
)

に
拠

る
。

(3
) 

片

桐
洋

一
氏

『古
今

和
歌

集
全

評
釈

』 

(講

談
社

・
一
九
九

八
年

)

に
拠

 

 
る
。

(4
) 

引
用

は
、 

『古

今
和
歌
集
』 

(育
徳

財
団

・
尊
経

閣
叢
刊

・
}
九

二
八
年
)

 

 
に
拠

る
。

(5
) 

以

下
、 

「十
訓

抄
」

の
引

用

は
、
浅
見

和
彦

氏
校

注

『十

訓
抄
』 

(小
学

 

 
館

・
新
編

日
本
古

典
文
学
全
集

・

一
九
九
七
年

)
に
拠

る
。

(6
) 

引
用

は
、 

『古

今
集
註

京

都
大
学
蔵
』

(臨
川
書
店

・
京

都
大
学
国
語
国
文

 

 
資
料
叢
書

四
十

八

・
一
九
八
四
年

)
に
拠

る
。

(7
) 

引

用
は
、 

『続

群
書

類
従
』
第

三
十

二
輯
下

(続

群
書

類
従

完
成

会

・
三

 

 
版

・
一
九

三
三
年

)

に
拠
る
。
版
本

『宇

治
大
納
言
物
語
』
 

(
慶
應
義
塾
図
書

 

 
館
蔵
無
刊

記
本

)
所
載
説
話
も
全

く
同
文
で
あ
る
。

(8
) 

引

用
は
、 

『契

沖
全
集
』
第

八
巻

(岩
波
書
店

・
}
九
七
三
年
)

に
拠

る
。

(9
)

引

用
は
、
片
桐

洋

一
氏
校
注

『後

撰
和

歌
集
』 

(岩
波
書

店

・
新
日
本
古
典

 

 
文
学
大
系

・
一
九
九
〇
年
)

に
拠

る
。

(10
) 

引

用
は
、
久
曽
神

昇
氏
編

『日
本

歌
学
大
系

 
別
巻

四
』
 

(風
間
書
房

・
一

 

 
九

八
〇
年

)
に
拠

る
。

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
御
許
可
下
さ

っ
た
関
係
諸
機
関

に
対
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(や
ま
も
と
 
れ
い
こ
)
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